様式１                                                             
                                 優良製造所及び優良販売業者等推薦書
	表彰の種類
	
	推薦産業保安監督部、都道府県名：　　　　　　　　　　  

	　　( ふ   り   が   な )
１ 事業所名
	

	２ 所在地
	〒        　　　　 　　　　　　　　　　　　（電話）　　　　      

	３ 代表者名
	

	４ 許可年月日等
	  　年　月　日（許可番号：　　　　　）

	５ 従業員数
	従業員数（　　名）うち保安部門（ 　名）

	６ 高圧ガスの製造又は販売年数及び事業の概要

	　　年　ヶ月（取扱いガスの種類：　　　 　）
※過去に大臣表彰の受賞歴がある場合は、当該受賞をした年月を記載するとともに、当該受賞に係る表彰日を、製造又は販売年数の起算日とすること。

	７ 従業員の免状の所有状況

	（１）製造保安責任者　名
（２）販売主任者　名
（３）液化石油ガス設備士　名
（４）取扱主任者　名

	表彰の種類に応じた業務に必要な免状所有者数÷保安部門及び表彰の種類に応じた業務部門に所属する従業員数（％）
	                                 ％


	８
保
安
管理

	設備構造及び保安上の措置状況
	

	
	規程類の整備・活用､保安管理の組織の整備及び保安要員の配備状況
	

	
	
	上記のうち、リスクアセスメント等の取組状況

	※リスクアセスメント（コンビナート等保安規則（昭和61年通商産業省令第88号）の適用を受ける特定製造事業者以外の事業所等にあっては、危険予知訓練、ヒヤリハット等を含む。）に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等がなされており、成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。

	
	施設等についての保安上の改善状況
	

	９
保
安
技術

	社(所)内における技術情報の整備､活用状況及び研究実績
	

	
	公的機関､団体等における保安関係の委員会､研究会等への参加状況
	

	
	ＩｏＴ、ビックデータ等の新技術等の導入状況
	
	

	
	
	上記のうち、導入した技術の効果の検証及び改善の取組状況
	※ＩｏＴ、ビックデータ等を積極的に活用するとともに、その効果を適切に検証し、改善の取組を行っ
　ている場合は、当該内容を記載すること。

	

	10
保
安
教
育

	社(所)内における保安関係の従業員教育の実施状況
	

	
	
	上記のうち、技術伝承に着目した人材育成への取組状況
	※現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画の策定や保安教育プログラムを　有しており、その成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。

	

	
	保安関係の研修会､講習会、防災訓練等への講師等の派遣又は参加状況
	

	11 災害時等における高圧ガス保安行政への協力の有無
	有、無
（有の場合は、過去に緊急出動した実績、直近３年間以上の防災関係組織との連携状況、その他直近数年間の顕著な協力実績を記載。）

	12 保安団体に対する貢献
	

	13 過去における表彰、感謝状等の受賞歴
	

	14 耐震性向上への取組状況

	○耐震設計設備基準通達への適合の有無
 有、無（対象設備を有していない場合はその旨を記載。適合しているか未確認である場合は「無」とする。）
※耐震設計設備基準通達とは、次の通達をいう。
①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（57立局第180号）
②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（塔類）（58立局第204号）
③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平底円筒形貯槽）（59立局第575号）
○耐震通知に基づく都道府県への報告の有無
 有、無（報告対象の対象設備を有していない場合はその旨を記載。）
※耐震通知とは、「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２１日付け２０１４０５１９商局第１号）」をいう。

	15 高圧法及び液石法に係る事故歴（２０年間）

	○平成２８年以降の高圧法に係る事故：Ａ･Ｂ１･Ｂ２・Ｃ１級の区分及び内容
○平成２７年以前の高圧法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容
○液石法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容

	16 高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）


	17 その他の法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）

	18 推薦意見
	


（注）
１　事業所名は、旧字体、新字体の別を正確に記載すること。              
２　表彰の種類の欄には、優良製造所、優良販売業者（液化石油ガス販売事業者）、優良貯蔵所又は優良特定高圧ガス消費者の別を記入すること。なお、記入に当たっては推薦書等を確認し、記入間違いが生じないよう十分注意すること。
３　事業の概要は、当該高圧ガスをいつから取り扱っているか等を具体的に記載すること。
４　推薦意見は、できるだけ具体的に記載すること。
様式２
保安功労者推薦書
推薦産業保安監督部、都道府県名：　　　　　          
	 　( ふ   り   が   な )
１ 氏　　　　　名
  （現　　住　　所）
	（〒        　　　　 　　　　　　　　　　　　（電話）　　　　       ）

	２ 所　属（役職名）
　（所属先住所）
	（〒        　　　　　　　　　　　　　　　　 （電話）　　　　       ）

	３ 略　　　　　歴
	

	４ 製造所等従事年数

	         年　　ヶ月
※高圧ガス保安関係の職務に従事した年数を記入すること。

	５ 保安団体従事年数
	     　　年　　ヶ月

	６ 保安団体への主要な関わり
	会長･副会長： 　年　　ヶ月
理事：　　年　  ヶ月

	７ 受賞時年齢
	　　年　月　日生（　　才）

	８保
安
に関する
功績

	所属する事業所等における保安管理技術、保安教育等に関する実績
	

	
	
	上記のうち、リスクアセスメント等の取組状況

	※リスクアセスメント（コンビナート等保安規則（昭和61年通商産業省令第88号）の適用を受ける特定製造事業者以外の事業所等にあっては、危険予知訓練、ヒヤリハット等を含む。）に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等がなされており、成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。

	
	
	上記のうち、技術伝承に着目した人材育成への取組状況
	※現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画の策定や保安教育プログラムを有しており、その成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。


	
	公的機関､団体等の保安関係の委員等としての実績及び研修会､講習会、防災訓練の講師等に関する実績
	

	
	保安に関する改善・考案等の実績
	

	
	ＩｏＴ、ビックデータ等の新技術等の導入状況
	
	

	
	
	上記のうち、導入した技術の効果の検証及び改善の取組状況
	

	
	
	
	※ＩｏＴ、ビックデータ等を積極的に活用するとともに、その効果を適切に検証し、改善の取組を行っ
　ている場合は、当該内容を記載すること。


	９ 災害時等における高圧ガス保安行政への協力の有無
	有、無
（有の場合は、過去に緊急出動した実績、直近３年間以上の防災関係組織との連携状況、その他直近数年間の顕著な協力実績を記載。）

	10 過去における表彰、感謝状等の受賞歴
	

	11 耐震性向上への取組状況

	○耐震設計設備基準通達への適合の有無
 有、無（対象設備を有していない場合はその旨を記載。適合しているか未確認である場合は「無」とする。）
※耐震設計設備基準通達とは、次の通達をいう。
①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（57立局第180号）
②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（塔類）（58立局第204号）
③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平底円筒形貯槽）（59立局第575号）
○耐震通知に基づく都道府県への報告の有無
 有、無（報告対象の対象設備を有していない場合はその旨を記載。）
※耐震通知とは、「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２１日付け２０１４０５１９商局第１号）」をいう。

	12 高圧法及び液石法に係る事故歴（２０年間）
	○平成２８年以降の高圧法に係る事故：Ａ･Ｂ１･Ｂ２・Ｃ１級の区分及び内容
○平成２７年以前の高圧法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容

○液石法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容 

	13 高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）               


	14 その他の法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）           

	15 推薦意見

	推薦項目（イ、ロ、ハ）の区分


	
	


（注）
１　氏名は、旧字体、新字体の別を正確に記載すること。
２　略歴欄は、高圧ガス事業所及び保安団体での経験年数、合計年数、担当職名等を記入すること。
３　事故歴は、本人に起因するものと、本人が役員等の責任的立場に在職中に発生したものを分けて記入すること。
４　推薦意見は、できるだけ具体的に記載すること。
  様式３                                                           
優良製造保安責任者等推薦書
	表彰の種類
	
	推薦産業保安監督部、都道府県名：　　　　　

	 　( ふ  り  が  な )
１ 氏　　　　　名
  （ 現　住　所 ）
	（〒        　　　　 　　　　　　　　　　　　（電話）　　　　       ）

	２ 所　属（役職名）
  （所属先住所）
	（〒        　　　　 　　　　　　　　　　　　（電話）　　　　       ）

	３ 略　　　　　歴
	

	４ 高圧ガスに係る従事年数
	          年　　ヶ月
※高圧ガス保安関係の職務に従事した年数とすること。

	５ 製造保安責任者等経験年数
	          年　　ヶ月


	６ 保安団体従事年数
	          年　　ヶ月

	７ 受賞時年齢
	 　　年　月　日生（　　才）

	８保
安
に
関する功績

	所属する事業所等における保安管理技術、保安教育等に関する実績
  
	

	
	
	上記のうち、リスクアセスメント等の取組状況

	※リスクアセスメント（コンビナート等保安規則（昭和61年通商産業省令第88号）の適用を受ける特定製造事業者以外の事業所等にあっては、危険予知訓練、ヒヤリハット等を含む。）に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等がなされており、成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。

	
	
	上記のうち、技術伝承に着目した人材育成への取組状況
	※現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画の策定や保安教育プログラムを有しており、その成果を上げている場合は、当該内容を記載すること。


	
	保安関係の研修会、講習会、防災訓練の講師等の安全指導に関する実績
	

	
	保安に関する改善・考案
等の実績
	

	
	ＩｏＴ、ビックデータ等の新技術等の導入状況
	
	

	
	
	上記のうち、導入した技術の効果の検証及び改善の取組状況
	

	
	
	
	※ＩｏＴ、ビックデータ等を積極的に活用するとともに、その効果を適切に検証し、改善の取組を行っ
　ている場合は、当該内容を記載すること。


	９ 災害時等における高圧ガス保安行政への協力の有無
	 有、無
 （有の場合は、過去に緊急出動した実績、直近３年間以上の防災関係組織との連携状況、その他直近数年間の顕著な協力実績を記載。）

	10 過去における表彰、感謝状等の受賞歴
	

	11 耐震性向上への取組状況

	○耐震設計設備基準通達への適合の有無
 有、無（対象設備を有していない場合はその旨を記載。適合しているか未確認である場合は「無」とする。）
※耐震設計設備基準通達とは、次の通達をいう。
①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（57立局第180号）
②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（塔類）（58立局第204号）
③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平底円筒形貯槽）（59立局第575号）
○耐震通知に基づく都道府県への報告の有無
 有、無（報告対象の対象設備を有していない場合はその旨を記載。）
※耐震通知とは、「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２１日付け２０１４０５１９商局第１号）」をいう。

	12 高圧法及び液石法に係る事故歴（２０年間）

	○平成２８年以降の高圧法に係る事故：Ａ･Ｂ１･Ｂ２・Ｃ１級の区分及び内容
○平成２７年以前の高圧法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容

○液石法に係る事故：Ａ・Ｂ・Ｃ級の区分及び内容 

	13 高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）               


	14 その他の法令違反等の有無及び内容
	有、無
（有の場合の具体的内容）           

	15 推薦意見

	

	
	


（注）
１　氏名は、旧字体、新字体の別を正確に記載すること。                 
２　表彰の種類の欄には、優良製造保安責任者、優良販売主任者、優良業務主任者又は優良取扱主任者の別を記入すること。なお、記入に当たっては、推薦書等を確認し、記入間違いの生じないよう十分注意すること。 
３　事故歴は、本人に起因するものと、本人が役員等の責任的立場に在職中に発生したものを分けて記入すること。
４　推薦意見は、できるだけ具体的に記載すること。  



